











































































編集責任者  ： 文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第 2 調査研究グループ 早川雄司 
問 合 せ先  ： 〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関 3-2-2 
TEL：03-3581-2392  FAX：03-3503-3996 
講 演 会 概 要 
 
 
演題：  「研究者の科学コミュニケーションに関する意識差と環境差」 
 
講師：  川本 思心 氏 
北海道大学高等教育推進機構特任講師 
 
日時：  2014 年 3 月 25 日（火） 14:00～15:30 
 






























講 演 内 容 
 



























                             
1 独立行政法人科学技術振興機構 科学コミュニケーションセンター 「研究者による科学コミュニケーション活
































































 調査対象と定義  
























































                             




























































                             
3 "Science communication: Reward research outreach in Japan" Koizumi et al., Nature 500, 29 
http://www.nature.com/nature/journal/v500/n7460/full/500029a.html 
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設問群 数 設問の概要 回答方法
Q1. 活動経験 7 活動経験の有無・活動の形態/活動の契機 多肢*/5段階
Q2. 活動の目的 15 成果を社会に公開するため・楽しいため他 5段階
Q3. 達成したこと 5 伝えたいことが伝わった・社会の課題解決につながった他 5段階
Q4. 活動の障壁 14 時間的余裕・業績として評価されない・相手の無知他 5段階
Q5. 希望する支援 10 人的体制・業績としての評価・場の提供他 5段階
Q6. 支援環境実態 4 支援部署の有無・支援者の業務・活動資金源他 多肢*
Q7. 希望する研修 18 出前授業・メディア出演・市民研究・社会制度等の知識他 5段階
Q8. 「対話」施策 4 政府方針の認知・方針への態度・活動の定着度他 5段階
Q9,10. 一般属性 2 性別・年齢 多肢






































































































































































































































































クラスタA クラスタB クラスタC クラスタD クラスタE クラスタF
第１因子 低 低 高 中程度 高 非常に低
第２因子 非常に低 低 やや高 中程度 高 やや高
第３因子 高 低 低 高 高 低
第４因子 非常に低 やや低 やや高 やや低 高 高
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分析方法
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1. 因子分析
– 5段階順序尺度設問（Q2‐5,7）の回答を因子分析
• 最尤法・プロマックス回転・スクリー基準
– 相関関係の高い複数の設問をまとめる因子を抽出
2. クラスタ分析
– 各回答者の因子得点を用いてクラスタ分析
• K‐means法（任意にクラスタ数を設定）
– 回答者を因子によって複数のクラスタに分類
3. クロス集計
– 外的要因に関してクラスタとクロス集計し、差を検討
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クラスタとその他の要素の関係（概要）
• 職位
– クラスタによって差
– クラスタFは高い職位の割合がやや多い
• 活動経験の有無
– クラスタによって差
–活動に肯定的なクラスタEの割合が低い
• 支援体制の有無
–活動経験と似た傾向
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活動の形態
• 「つくる」活動（赤字）は従来型に比べて少ない
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Q1 
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４．まとめと今後
Conclusion
27
なんのための調査だったか
まとめ
• 科学コミュニケーションに対する意識は多様
–例）クラスタF・クラスタB
• ともに高い活動傾向をもつが、前者は活動の重点をネット
ワーク作りや対話性におき、後者はそうではない
–活動未経験者は「啓蒙的」活動に積極的で、意義と効
果を高く見積もる傾向がある
• 科学コミュニケーション意識は、活動経験や支援
体制の有無，職位と関連している
※ただし、活動未経験者が活動に対して肯定的傾向がある
のは、回答者の偏りが原因である可能性が高い
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今後
• 活動の有無に与える、科学コミュニケーション意識や外的
要因の効果の分析
• 活動形態（公開講座・カフェなど）とクラスタの関係の分析
– どのようなクラスタはどのような形態を選んでいるのか
– 現在の活動形態と、今後やりたい活動形態に違いはあるのか
• 科学コミュニケーションに対する認識のずれ
• 「やるのがあたりまえ」論
• 「楽しさをつたえたいと思うのが科学者だ」論
– 可視化：科学コミュニケーションに関するコミュニケーション
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